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【平成２７年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見

込まれる 

○ Ａ－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込

まれるが、一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の

減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究は、超流動液体ヘリウムの自由表面を用いて、ヘリウムの表面状態や表面に束縛され

た電子系やイオン系の量子現象を解明しようとするものである。具体的には、超流動ヘリウム

３Ｂ相の表面に存在することが予想されている、マヨラナ状態の実験的検証及び超流動ヘリウ

ム４の表面上に束縛された２次元電子系の量子ダイナミクスの研究と、その量子ビットの作成

を目指している。二つのテーマともに研究の進展は認められるものの、成果は当初の目標を踏

まえると部分的なものに止まっており、今後の研究の発展に期待したい。また、研究代表者の

所属の変更に伴って生じた研究体制の変更は、研究進展にとって阻害要因となることが危惧さ

れるため、研究推進体制を担保するような配慮が望まれる。 

 


